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（平成18年） 
●国民健康保険加入者 
　　　国保税の負担を軽減………………………Ｐ2～3 
●健康保険法の改正により 
　　　老人医療がかわります……………………Ｐ4

　７月２１日、新郷保育所で夕涼み会が行われまし 
た。 
　児童たちは、保護者が用意したかき氷や焼きそば 
などの屋台に、われ先にと列を作って並び、お目当 
てのものを買っては、おいしそうに食べていました。 
　この日は、普段とは違った保育所でのひとときを 
楽しんだ夕べとなりました。 

楽しい初夏の夕べ 楽しい初夏の夕べ 
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国
保
税
の
負
担
を
軽
減
 

                 国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
と
は
 

　
国
保
は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
 

が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
、
誰
も
が
 

経
済
的
な
負
担
を
少
な
く
し
、
安
心
 

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
 

的
と
し
た
制
度
で
す
。
 

　
普
段
、
健
康
な
方
で
も
、
病
気
や
 

ケ
ガ
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
 

ん
。そ
ん
な
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
 

日
頃
か
ら
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
 

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
を
負
 

担
し
あ
い
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
 

い
こ
う
と
い
う
「
相
互
扶
助
」
の
精
 

神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
 

                 国
民
健
康
保
険
税
の
決
め
方
 

　
国
保
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は
別
 

に
特
別
会
計
で
運
営
し
て
お
り
、
国
 

保
税
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
 

の
医
療
費
や
、
保
険
事
業
、
出
産
育
 

児
一
時
金
、
葬
祭
費
等
に
充
て
ら
れ
 

ま
す
。
 

　
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
の
皆
さ
 

ん
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
国
保
税
 

の
必
要
な
総
額
は
、
そ
の
年
に
見
込
 

ま
れ
る
医
療
費
な
ど
の
支
出
総
額
か
 

ら
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
庫
支
出
 

金
や
県
支
出
金
の
ほ
か
、
町
の
一
般
 

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
差
し
引
 

い
た
額
が
、
国
保
税
と
し
て
負
担
し
 

て
い
た
だ
く
額
と
な
り
ま
す
の
で
、

国
保
税
の
増
減
に
は
、
医
療
費
の
変
 

動
が
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
 

 医
療
費
の
動
向
 

　
全
国
的
に
医
療
費
が
増
加
傾
向
に
 

あ
り
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
次
の
よ
 

う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

①
高
齢
社
会
と
な
り
、
病
気
に
な
り
 

　
が
ち
な
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
て
 

　
い
ま
す
。
 

②
医
療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
り
、
 

　
診
療
に
か
か
る
費
用
が
増
え
て
い
 

　
ま
す
。
 

③
生
活
習
慣
病
な
ど
の
長
期
治
療
を
 

　
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

④
何
度
も
病
院
を
変
え
る
な
ど
、
多
 

　
受
診
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
、
全
国
と
同
じ
 

よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
本
年
度
は
、
 

国
保
の
一
般
被
保
険
者
が
１
８
７
人
 

減
少
し
た
ほ
か
、
老
人
保
健
制
度
改
 

正
に
よ
る
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に
 

よ
り
、
高
齢
受
給
者
（
　
歳
か
ら
　
 

歳
ま
で
）
が
１
２
３
人
増
加
す
る
こ
 

と
か
ら
、
療
養
給
付
費
３
　
９
６
０
 

万
円
増
額
と
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
特
殊
要
因
と
し
て
は
、
大
 

学
病
院
等
で
ガ
ン
や
脳
血
管
疾
患
な
 

ど
の
高
度
先
進
医
療
、
終
末
医
療
・
 

延
命
医
療
な
ど
に
よ
る
高
額
な
医
療
 

費
が
増
え
て
い
る
 

こ
と
か
ら
、
高
額
 

療
養
費
が
１
　
１
 

５
４
万
円
増
額
と
 

な
る
見
込
み
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

,
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国
保
税
の
負
担
を
軽
減
 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
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８.６０％ 

３５.９４％ 

２５,０００円 

２２,５００円 

（７.７２％） 

（３４.２１％） 

（２０,８００円） 

（２５,２００円） 

 

１ .２７％ 

８.８９％ 

７,８００円 

４,４００円 

医　療　分 
（平成17年度税率） 

介護保険分  
（据え置き） 

歳　入 
〔通常の場合〕 

そ　の　他 

繰　越　金 
基　　　金 

歳　出 

そ　の　他 

歳　入 

そ　の　他 

国庫支出金 国庫支出金 

国保税として 
負担いただく額 

国保税として 
負担いただく額 

3,500万円 
軽減 医

　
　
療
　
　
費
　
　
等
 

 

所 得 割  

資 産 割  

均 等 割  

平 等 割  

本来負担しなければ　　　　　　減税財源繰入後 
ならない額　　　　　　　　　　の額 
（一人当たり）　　　　　　　　（一人当たり） 
　　　　　　　３，５００万円繰入 
 
６７，４２８円　　　　　　　　５８，８４２円 

国
保
税
の
減
税
財
源
に
3
　
5
0
0
万
円
を
 

,

4545

    　
町
で
は
、
昭
和
　
年
以
降
、
平
成
 

　
年
ま
で
の
間
、
国
保
税
の
２
度
の
 

減
税
や
税
率
の
据
え
置
き
を
行
い
、
 

平
成
　
年
度
か
ら
は
、
第
２
期
国
保
 

財
政
５
か
年
計
画
に
基
づ
き
、
国
保
 

給
付
費
支
払
準
備
基
金
（
基
金
）
か
 

ら
毎
年
３
　
０
０
０
万
円
を
国
保
税
 

の
減
税
財
源
と
し
て
繰
り
入
れ
、
国
 

保
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
継
続
し
た
 

と
こ
ろ
で
す
。
 

　
本
年
度
は
、
第
３
期
５
か
年
計
画
 

に
基
づ
き
、
基
金
か
ら
２
　
０
０
０

万
円
を
繰
入
れ
、
国
保
加
入
者
の
負
 

    担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に

平
成
　
年
度
の
繰
越
金
の
う
ち
１
　

５
０
０
万
円
を
加
え
た
合
計『
３
　５

０
０
万
円
』
を
国
保
税
の
減
税
財
源

に
充
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
３
　
５
０
０
万
円
を
国
保
一
 

般
被
保
険
者
４
　
０
７
６
人
の
減
税
 

財
源
と
す
る
こ
と
で
、
本
来
負
担
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
額
よ
り
、
一

人
当
り
で
は
、
８
　
５
８
６
円
軽
減

が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

   介
護
保
険
分
は
税
率
据
え
置
き
 

　
５
０
０
万
円
を
減
税
財
源
に
 

　
国
保
の
加
入
者
の
う
ち
　
歳
か
ら

　
歳
ま
で
の
方
は
、
介
護
保
険
分
に

つ
い
て
も
国
保
税
に
含
め
、
納
入
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
 

診
療
報
酬
支
払
基
金
（
国
）
か
ら
介
 

護
保
険
分
の
負
担
額
と
し
て
、
６
　
 

４
３
４
万
円
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
 

す
。
 

　
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
保
険
給
付
 

費
支
払
準
備
基
金
か
ら
５
０
０
万
円
 

を
充
当
す
る
こ
と
で
介
護
保
険
分
の
 

税
率
を
据
え
置
き
、
被
保
険
者
の
負
 

担
軽
減
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
５
０
０
万
円
を
介
護
分
負
担
 

の
被
保
険
者
１
　
３
１
０
人
の
減
税
 

財
源
と
す
る
こ
と
で
、
本
来
負
担
し
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
額
よ
り
は
、
 

一
人
当
り
３
　
８
１
６
円
の
軽
減
が
 

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 国
保
税
は
制
度
改
正
・
医
療
費
 

の
増
に
伴
い
前
年
度
よ
り
増
額
 

　
今
年
度
減
税
財
源
と
し
て
一
般
医
 

療
分
で
３
　
５
０
０
万
円
を
、
さ
ら
 

に
介
護
分
で
５
０
０
万
円
を
充
て
る
 

こ
と
に
よ
り
、
国
保
被
保
険
者
の
負
 

担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
が
、
制
度
改
 

正
や
特
殊
要
因
に
よ
る
医
療
費
等
の
 

増
加
な
ど
に
よ
っ
て
一
般
被
保
険
者
 

  の
一
人
当
た
り
の
平
均
負
担
額
は
、
 

５
８
　
８
４
２
円
と
な
り
、
平
成
　
 

年
度
と
比
較
し
て
５
　
４
７
９
円
の
 

増
額
と
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
介
護
分
で
は
一
人
当
り
の
 

平
均
税
負
担
額
は
、
１
８
　
８
３
５
 

円
と
な
り
、
平
成
　
年
度
と
ほ
ぼ
同
 

額
と
な
り
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
今
回
の
国
保
税
率
改
正
 

に
あ
た
り
、
減
税
財
源
の
充
当
と
合
 

わ
せ
て
、国
保
制
度
の「
相
互
扶
助
」
 

の
観
点
か
ら
、
負
担
の
公
平
化
と
低
 

所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
を
継
続
す
る
 

た
め
、
応
能
割
（
所
得
・
資
産
割
）
 

と
応
益
割
（
均
等
・
平
等
割
）
の
賦
 

課
割
合
を
引
き
続
き
　
対
　
に
近
づ

け
、
特
定
の
所
得
階
層
に
負
担
が
か

た
よ
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
 

　
な
お
、
税
率
に
つ
い
て
は
下
表
の
 

と
お
り
で
す
。
 

 国
保
は
み
ん
な
で
 

　
　
　
　
　
　
支
え
合
う
制
度
 

　
国
保
税
は
、
医
療
費
の
状
況
な
ど
 

に
よ
り
必
要
と
な
る
税
額
が
変
わ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
年
の
状
況
に
応
じ

て
税
額
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
医
療
費
が
か
か
ら
な
け
れ

ば
、
そ
の
分
皆
さ
ん
の
税
負
担
が
減

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
食
生
活
の
改
善
や
検
診
 

な
ど
よ
り
一
層
の
予
防
医
療
に
努
め
、
 

                    健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
み
ん
な
で
 

医
療
費
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
２
 

　
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

国
保
税
の
減
税
財
源
に
3
　
5
0
0
万
円
を
 

63

17

,,

,

,
,

11

12
,

,

40

17

17
50

50

,

,

,

64

,

,
,

,

,
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●
転
出
す
る
と
き
 

 　
●
転
入
し
た
と
き
 

 　
●
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
 

　
　
と
き
 

 　
●
生
活
保
護
を
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
 

　
　
き
 

 　
●
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
が
　
歳
に
な
っ
 

　
　
た
と
き
、
ま
た
は
　
歳
を
過
ぎ
て
一
定
 

　
　
の
障
害
の
あ
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
 

65

65

平成１８年１０月１日から 

一　　般 

 

一定以上 

所得者 

 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

外　来 
（個人） 

外来＋入院 
（世帯） 

44,400 

 

 

 

 

24,600 

15,000

80,100円＋医療費が 

267,000円を越えたときは、 

越えた分の１％を加算 

（4回目以降は44,400円） 

12,000 

 

 
44,400

 

 

 
8,000

平成１８年９月３０日まで 

一　　般 

 

一定以上 

所得者 

 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

外　来 
（個人） 

外来＋入院 
（世帯） 

40,200 

 

 

 

 

24,600 

15,000

72,300円＋医療費が 
361,500円を越えたときは、 
越えた分の１％を加算 
（4回目以降は40,200円） 

12,000 

 

 
40,200

 

 

 
8,000

同一世帯に課税所得が145万 
円以上の70歳以上の方また 
は老人保健で医療を受ける 
方がいる方。ただし、70歳 
以上の方および老人保健で 
医療を受ける方の収入合計 
が、2人以上で520万円未満、 
1人で383万円未満であると 
申請した場合は１割の負担 
となります。 
 
一定以上の所得のある方、 
低所得Ⅱ・低所得Ⅰ以外の 
方 
 
同一世帯の全員が住民税非 
課税の方（低所得Ⅰ以外の 
方） 
 
同一世帯の全員が住民税非 
課税でその世帯の各所得が 
必要経費・控除（年金の所 
得は控除額を80万円として 
計算）を差引いたときに０ 
円とる方（年収例）単身世 
帯で年金収入のみの場合80 
万円以下 

所得区分 

一定以上 
の所得が 
ある方 

　３割 
（平成18 
年９月30 
日までは 
２割） 

　１割 

1割 

Ⅱ 

Ⅰ 

一　　般 

低 所 得 
（住民税非 
課税世帯） 

条　　　　　件 自己負担割合         一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の
自
己
負
担
割
 

合
が
変
わ
り
ま
す
 

　
現
在
、
老
人
保
健
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

と
き
に
、
自
分
で
支
払
う
費
用
は
、
外
来
・
入

院
と
も
一
般
の
方
で
１
割
、
一
定
以
上
の
所
得

の
あ
る
方
で
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
平
成
　
年
　
月
１
日
か

ら
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
の
自
己
負
担
は

２
割
か
ら
３
割
に
改
正
と
な
り
ま
す
。
 

　
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
減
額
認
 

　
定
証
が
交
付
さ
れ
る
と
入
院
時
の
医
療
費
と
 

　
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
忘
れ
な
い
で
申
 

　
請
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
　
減
額
認
定
証
の
交
付
を
う
け
て
い
る
方
の
 

　
有
効
期
限
が
７
月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
 

　
す
の
で
８
月
中
に
改
め
て
申
請
す
る
こ
と
に
 

　
よ
り
引
き
続
き
８
月
１
日
か
ら
１
年
間
減
額
 

　
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 届
出
は
忘
れ
ず
に
！
 

　
受
給
者
の
方
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
忘
れ
ず
 

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

                 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
 

　
　
国
保
医
療
係
 

　
　
　
│
２
２
１
４
 

                                ※
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人
は
入
院
の
際
に
、「
限
度
 

 
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
」
の
申
請
を
 

　
し
、
減
額
認
定
証
の
交
付
を
う
け
て
病
院
の
 

     　
保
険
証
・
医
療
受
給
者
証
を
忘
れ
ず
に
！
 

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
保
険
証
・
 

医
療
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。
 

　
こ
の
う
ち
医
療
受
給
者
証
に
は
、「
１
割
」
ま
 

た
は
「
３
割
（
平
成
　
年
９
月
　
日
ま
で
は
２
 

割
）
」
と
自
己
負
担
の
割
合
が
記
載
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
保
険
証
と
い
っ
し
ょ
に
。
忘
れ
ず
に
提
 

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
 

ま
す
 

　
１
か
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
限
度
額
を
越
え
た
分

に
つ
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

45

31

18

18

10

30

健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
 

老
人
医
療
が
か
わ
り
ま
す
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町
で
は
平
成
　
年
よ
り
「
町
喫
煙
対
策
推
進
 

委
員
会
」
を
設
置
し
、
町
内
事
業
所
の
分
煙
化

実
態
調
査
や
分
煙
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な

ど
の
喫
煙
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
今
年
度
は
、
す
べ
て
の
町
民
が
快
適
に
過
ご
 

せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
食
堂
や
入
浴
施
設
 

な
ど
の
多
く
の
人
が
集
ま
る
施
設
や
公
共
施
設
 

の
分
煙
化
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
分
煙
化
推
進
ポ
 

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
 

　
　
　
│
２
３
０
６
 

  　
平
成
　
年
５
月
１
日
に
健
康
増
進
法
が
施
行

さ
れ
、『
学
校
、
集
会
場
、
官
公
庁
施
設
、
そ
の

他
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
は
、
受
動
喫

煙
の
防
止
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
て『
分
煙
』
 

を
行
な
っ
て
い
る
施
設
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

タ
バ
コ
を
吸
う
人
と
吸
わ
な
い
人
が
お
互
い
に

気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
、
喫
煙
場
所
と
禁

煙
場
所
を
分
け
る
こ
と
を
『
分
煙
』
と
い
い
ま

す
。
 

　
分
煙
の
種
類
に
は
①
時
間
分
煙
（
一
定
の
時
 

間
帯
を
禁
煙
、
喫
煙
と
分
け
る
）
②
空
間
分
煙
 

（
喫
煙
可
能
な
場
所
を
決
め
、
他
は
禁
煙
と
す
 

る
）
③
完
全
禁
煙
（
全
面
的
に
禁
煙
す
る
）
が
 

あ
り
ま
す
。
 

47

15

16

募集テーマ：タバコの害から体を守りましょう 
　　　　　　作品には募集テーマに沿った効果的な標語（言葉）を入れてください。 
応募資格：町内にお住まいの方（町内の小・中学校の皆さんは学校に応募ください） 
用紙サイズ：４つ切り画用紙　　　　　　　画材：クレヨン・パステル・水彩絵の具 
応募先：町役場健康福祉課または町保健センター（郵送又は持参でも可） 
締切り：平成１８年９月８日（金）必着　　表彰：最優秀賞、優秀賞、佳作各部門ごとに表彰します。 
その他：裏面に氏名、自治区名、電話番号を記入してください。 
　　　　入賞作品は町内に掲示し、「防煙」「禁煙」「分煙」の拡大推進に生かされます。 
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高齢者学級生 
渡部浩子さん 
（黒　沢） 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

化石を発見！ 

湿原植物を学習し、大自然を満喫 

次の目的地はどこだ？ 

昔の生物 
（こんな化石がでたのか…） 

                     　
６
月
　
日（
水
）高
齢
者
学
級
歳
百
合
学
園
開

講
式
と
第
１
回
学
習
会
を
開
催
し
、『
生
活
習
慣

病
と
薬
草
・
西
会
津
で
採
取
で
き
る
薬
草
』
に
 

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。今
後
は
、国
際
交
流
、
 

歴
史
教
室
、世
代
交
流
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
６
月
５
日
（
月
）
に
は
女
性
講
座
の
 

開
講
式
と
第
１
回
学
習
会
行
い
、
町
保
健
師
に
 

よ
る
『
様
々
な
病
気
と
そ
の
予
防
』
に
つ
い
て
 

学
習
し
、
同
　
日
（
金
）
の
第
２
回
学
習
会
で
 

は
、
尾
瀬
大
江
湿
原
に
て
野
草
探
勝
を
行
い
ま
 

し
た
。
８
月
か
ら
は
、
新
郷
小
校
長
先
生
に
よ
 

る『
輝
く
女
性
の
生
き
方
』、
各
専
門
講
師
を
お
 

迎
え
し
て『
お
茶
の
歴
史
』『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
 

境
』
等
幅
広
い
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
参
加
し
た
学
級
生
は
資
料
館
で
化
石
を
見
学

し
た
後
、
実
際
に
資
料
館
の
脇
で
会
津
化
石
研

究
グ
ル
ー
プ
会
員
の
指
導
の
も
と
、
発
掘
を
体

験
し
、
宝
を
探
す
よ
う
に
貝
や
魚
の
化
石
を
掘

り
当
て
て
い
ま
し
た
。
 

           　
新
郷
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
で
は
、７
月
８
日（
土
）
 

に
新
郷
地
区
内
の
史
跡
や
名
所
を
通
り
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
力
や
決
断
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
自
転
車
版
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
新
郷
地
区
の
地
形
は
起
伏
が
激
し

く
、
上
り
坂
で
は
遅
れ
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
 

一
緒
に
歩
い
た
り
休
憩
し
た
り
と
、
協
力
し
な
 

が
ら
一
生
懸
命
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
 

  　
６
月
　
日
（
火
）
に
新
郷
分
館
で
新
郷
女
性
 

講
座
の
開
講
式
と
第
１
回
学
習
会
を
行
い
ま
し
 

た
。
学
習
会
で
は
、
町
保
健
師
を
招
き
「
歯
の
 

健
康
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
６
月
　
日（
土
）に
は「
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
向
け
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
新
郷
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
し

た
。
町
社
会
体
育
指
導
員
か
ら
競
技
方
法
や
コ

ツ
を
教
わ
り
、
み
な
さ
ん
良
い
ス
コ
ア
が
出
て

い
ま
し
た
の
で
大
会
が
楽
し
み
で
す
。
 

   　
７
月
８
日（
土
）、
公
民
館
の
青
少
年
事
業
と
 

し
て
、
に
し
あ
い
づ
　
わ
ん
ぱ
く
塾
・
ふ
る
さ
 

と
ふ
れ
あ
い
教
室
を
喜
多
方
市
高
郷
町
・
高
郷
 

郷
土
資
料
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

        　
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
学
級
 

に
５
年
、
そ
し
て
歳
百
合
学
園
教
養
講
座
に
籍
 

を
置
き
５
年
の
年
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
ま
で
 

学
ん
だ
事
を
想
い
起
こ
し
、
更
に
今
後
生
き
て
 

行
く
う
え
で
、
ま
た
生
活
し
て
い
く
う
え
で
心

の
糧
と
し
て
学
び
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
今
ま

で
と
違
っ
た
も
の
の
見
方
、
考
え
方
も
僅
か
な

が
ら
に
心
に
刻
ま
れ
て
行
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

　
今
後
も
更
に
教
養
講
座
等
に
参
加
し
広
範
囲

に
学
び
、
で
き
る
限
り
自
分
の
も
の
と
し
て
、

修
得
す
る
も
の
を
見
出
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
、

私
自
身
の
無
力
に
む
ち
を
打
ち
な
が
ら
、
ま
た

期
待
し
な
が
ら
、
今
後
の
教
養
講
座
に
出
席
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

21

23

13

24
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熱戦となった決勝戦！ 

本社目前で、余裕の笑顔！（杉並木） 

上手にできるかなぁ？ 

  　
７
月
９
日
（
日
）
、
奥
川
ク
ラ
ブ
「
こ
め
ら
っ
 

子
」
の
会
員
が
大
山
祇
神
社
の
本
社
を
参
拝
し
 

ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
 

５
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
参
加
者
　
名
は
、
往
復

８
㎞
の
大
山
路
を
堪
能
し
ま
し
た
。
 

                　
７
月
８
日
（
土
）
西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
 

ー
ル
に
お
い
て
、「
お
は
な
し
の
会
」
「
お
ひ
ざ
 

に
だ
っ
こ
の
会
」
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
お
い
で
 

お
い
で
」
に
よ
る
合
同
の
た
な
ば
た
会
を
開
催
 

し
ま
し
た
。七
夕
の
絵
本
や
お
話
を
聞
い
た
後
、
 

み
ん
な
で
短
冊
に
願
い
事
を
書
き
、
七
夕
飾
り
 

を
作
り
ま
し
た
。
８
月
７
日
ま
で
図
書
館
内
に
 

飾
ら
れ
ま
す
。「
お
い
で
お
い
で
」
で
は
随
時
会
 

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
お
月
見
会
や
 

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
 

（
西
会
津
中
学
校
図
書
館
　
　
│
１
１
５
３
）
 

　
　
　
　
　
本
大
会
は
、
県
民
総
参
加
の
体
育
 

　
　
　
　
大
会
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
 

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
や
、
健
康
増
 

　
　
　
　
進
と
体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
 

　
　
　
　
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
６
月
　
日
（
日
）
さ
ゆ
り
公
園
な
 

　
　
　
　
ど
を
会
場
と
し
て
西
会
津
大
会
を
開
 

　
　
　
　
催
し
ま
し
た
。
小
学
校
区
対
抗
に
よ
 

　
　
　
　
り
町
の
代
表
と
し
て
耶
麻
大
会
の
出
 

　
　
　
　
場
権
を
賭
け
て
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
 

　
　
　
　
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
〜
耶
麻
大
会
出
場
チ
ー
ム
〜
 

　
　
　
　
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
群
岡
チ
ー
ム
（
耶
麻
大
会
２
位
）
 

　
　
　
　
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

　
　
　
　
　
群
岡
チ
ー
ム
（
耶
麻
大
会
２
位
）
 

　
　
　
　
卓
球
　
尾
野
本
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
尾
野
本
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
耶
麻
大
会
で
２
位
と
な
っ
た
壮
年
 

　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
 

　
　
　
　
ル
の
群
岡
チ
ー
ム
は
８
月
６
日（
日
）
 

　
　
　
　
に
行
わ
れ
る
会
津
地
区
大
会
に
出
場
 

　
　
　
　
し
ま
す
。
 

  　
　
　
　
７
月
９
日
（
日
）
尾
野
本
地
区
の
ソ
 

　
　
　
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
こ
の
大
会
は
、
地
区
住
民
の
親
睦
と
健
 

　
　
　
康
増
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
８
自
 

　
　
　
治
区
８
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
小
雨
 

　
　
　
を
も
の
と
も
せ
ず
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
 

れ
、松
尾
チ
ー
ム
が
６
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
 

                   【
結
果
】
 

　
　
優
　
勝
　
　
松
尾
チ
ー
ム
 

　
　
２
　
位
　
　
森
野
チ
ー
ム
 

　
　
３
　
位
　
　
さ
ゆ
り
が
丘
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
　
下
小
島
チ
ー
ム
 

  　
自
然
に
親
し
む
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
 

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
の
機
会
を
提
供
し
よ

う
と
今
回
の
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
巣
箱

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
小
鳥
が
巣
箱
に
来
る

様
子
を
頭
に
描
き
な
が
ら
一
生
懸
命
作
っ
て
い
 

ま
し
た
。
完
成
し
た
巣
箱
は
、
ど
れ
も
傑
作
ぞ
 

ろ
い
で
小
鳥
た
ち
も
た
く
さ
ん
集
ま
る
こ
と
で
 

し
ょ
う
。
 

     　
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
 

私
に
も
で
き
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
入
り
ま
し
た
。
 

  　
い
ろ
い
ろ
内
容
の
こ
と
な
ど
を
聞
い
た
り
し
 

て
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
入
り
ま
し
た
。
 

【
英
会
話
教
室
後
期
受
講
生
募
集
】
 

＊
申
込
み
期
限
…
８
月
　
日
（
木
）
 

＊
申
込
み
先
…
西
会
津
町
公
民
館
 

　
　
　
　
　
　
　
　
│
３
２
４
４
 

【
町
民
美
術
展
開
催
】
 

＊
期
間
…
８
月
　
日
（
金
）
〜
　
日
（
日
）
 

＊
時
間
…
９
時
〜
　
時
（
日
曜
日
は
　
時
）
 

＊
場
所
…
新
郷
小
学
校
体
育
館
 

17

16

20

18
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25
45

48

80

39
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まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
６
月
末
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
、
 

梅
雨
前
線
の
停
滞
が
も
た
ら
し
た
大
 

雨
に
よ
り
、
町
内
各
地
の
道
路
で
土
 

砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
 

た
。
 

　
今
後
、
町
で
は
国
や
県
な
ど
の
関
 

係
機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
 

被
害
箇
所
の
復
旧
に
向
け
て
、
工
事
 

な
ど
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
 

 ◆
被
害
状
況
◆（
７
月
　
日
現
在
）
 

　
※
国
、
県
管
理
分
を
除
く
 

　
　
建
物
被
害
　
　
　
　
　
４
件
 

　
　
道
路
被
害
（
町
道
）
　
４
件
 

　
　
農
地
被
害
　
　
　
　
　
３
件
 

　７月５日、さゆり公園で第１回目のノルディックウォ 
ーキングの講習会が開催されました。 
　ノルディックウォーキングとは、北欧で人気のスポー 
ツで、ウォーキングをするときにスキーのストックに似 
たものをもって歩くもので、通常より運動量が２０％ア 
ップするうえ、高齢者にも転倒が少ないことが利点のウ 
ォーキングです。 
　今後、町では、健康寿命延伸事業において、肥満や高 
齢者の筋肉強化の対策として、中高年の健康増進に取り 
入れていきます。 

　「河川愛護デー」の７月２日、町内各地で 
河川クリーンアップ作戦が行われました。 
　この日は、数日前から降り続く雨の中、早 
朝から大勢の方が参加し、草刈りやゴミ集め 
など作業が行われました。 
　参加者は、地元の川をより美しくしようと 
一生懸命でした。 

▼県道上郷下野尻線の法面崩落（滑沢） 

町道野沢柴崎線の道路決壊（戸中） 

▼
 

18
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みんなの広場 みんなの広場 
熊
倉
　
友
和
 

　
　
〔
新
　
町
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

　
今
月
は
、
伊
藤
徳
伸
さ
ん
（
呼
賀
）
に
お
薦
め
の
一
冊
を
紹
介
い
た 

だ
き
ま
し
た
。 

　
「
『
夢
を
つ
か
む
　
イ
チ
ロ
ー
２
６
２
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
夢
を
つ
か 

む
　
イ
チ
ロ
ー
２
６
２
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
編
集
委
員
会
作
、
ぴ
あ
株
式
会 

社
）
』
こ
の
本
は
、
将
来
何
に
な
ろ
う
か
、
何
を
し
よ
う
か
、
ま
だ
目
標 

の
定
ま
ら
な
い
中
学
生
や
高
校
生
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。」 

　
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と 

　
「
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
し
て
い
る
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
語
録
集
で 

す
。
書
い
て
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
自
分
の
夢
を
叶 

え
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
言
葉
が
心
に
響
き
ま
す
。
こ
の
本
に
書
い
て
あ 

る
言
葉
は
、
人
生
の
教
訓
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
」 

　
特
に
印
象
に
残
っ
た
言
葉
を
尋
ね
る
と 

　
「
『
や
っ
て
い
る
最
中
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
と
き
は
な
た
れ
る
こ 

と
は
不
可
能
で
す
。
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
方
法
は
な
い
。
苦
し
み
を
背 

負
っ
て
プ
レ
イ
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
』
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残 

り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
か 

ら
は
、
本
当
の
プ
ロ
精
神 

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。」 

　
最
後
に
「
夢
を
叶
え
た 

け
れ
ば
目
標
を
持
て
と
い 

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
本
は
、
野
球
に
興
味 

が
な
い
人
、知
ら
な
い
人
、 

誰
で
も
一
日
で
簡
単
に
読 

め
る
本
で
す
の
で
、
ぜ
ひ 

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。」 

と
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　武藤道廣さん（７月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　遠くへの出張の連続で大変でしょう 
が、持ち前の明るいキャラで、家族のた 
め、地域のためにがんばってください。 

あなたの趣味は？ 
　Ｆ１の観戦 
 
あなたの特技は？ 
　サッカー 
 
熱中していることは？ 
　子どもとのサッカー 
 
あなたのモットーは？ 
　何事にも挑戦　 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　話し好き 

これからやってみたいことは？ 
　奥川に少年サッカーチーム 
をつくること 
 
最近感動したことは？ 
　奥川健康マラソンの親子の 
部で入賞できたこと 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｋ・Ｙさん（中町） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

 『
ラ
ン
チ
ュ
ウ
（
金
魚
の
一
種
）
』
　
 

　
「
今
、
飼
育
が
大
変
な
ラ
ン
チ
ュ
ウ
 

　
を
金
魚
の
他
に
飼
っ
て
い
ま
す
。
こ
 

　
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
、
良
い
 

　
ラ
ン
チ
ュ
ウ
が
育
つ
こ
と
を
楽
し
み
 

　
に
し
て
い
ま
す
。」
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　町では、平成１９年度職員（高校卒程度）採用 
候補者試験を次により行います。 
 
◆試験職種及び採用予定人数 
　　　一般事務　　若干名 
◆受験資格 
　　　昭和６０年４月２日から平成元年４月１日 
　　までに生まれた方 
◆１次試験　…　９月１７日（日） 
　　　　　　　　場　　所：県立喜多方工業高校 
　　　　　　　　試験内容：教養試験 
　　　　　　　　　　　　　一般性格診断検査 
◆２次試験　…　１１月（予定） 
　　　　　　　　場　　所：町役場 
　　　　　　　　試験内容：小論文、面接試験 
◆申込期限 
　　　８月１１日（金）（土・日曜日、祝日を除く） 
　　※郵送による場合は、８月９日（水）までの 
　　　消印のあるものに限ります。 
◆申込方法 
　　　申込用紙は、町役場で交付しますので、必 
　　要事項を記入のうえ、総務税政課まで提出し 
　　てください。 
 
【問い合わせ先】 
　　総務税政課総務係　　　４５－２２１１ 
　　（西会津町野沢字下小屋上乙３２６１） 

45

45 2422

1919
1811

11

17

56

.

                    　
平
成
　
年
度
の
訪
問
介
護
員
（
ホ
 

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）養
成
研
修
事
業（
２
 

級
課
程
）
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
研
修
を
受
 

け
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
な
っ
て
 

み
ま
せ
ん
か
？
 

◆
対
象
者
 

　
 
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
 

　
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
勤
務
し
 

　
て
い
る
方
、
勤
務
す
る
こ
と
が
確
 

　
定
し
て
い
る
方
ま
た
は
勤
務
す
る
 

　
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方
。
 

　
　
な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
 

　
は
、町
外
の
方
も
受
講
可
能
で
す
。
 

                  ◆
定
員
　
　
　
　
名
 

◆
研
修
期
間
 

　
　
平
成
　
年
８
月
　
日
 

　
　
　
〜
平
成
　
年
　
月
　
日
 

◆
申
込
方
法
 

　
　
所
定
の
申
込
書
を
健
康
福
祉
課
 

　
窓
口
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
新
郷
連
 

　
絡
所
、
奥
川
支
所
に
提
出
し
て
く
 

　
だ
さ
い
。
 

　
　
な
お
、
申
込
書
は
上
記
４
カ
所
 

　
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

◆
申
込
期
限
 

　
　
平
成
　
年
８
月
７
日
（
月
）
 

◆
受
講
経
費
 

　
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
 

　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
６
　
４
６
０
円
 

　
　
町
外
の
方
 

                  　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
の
他
に
受
講
料
 

　
　
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

   　
国
内
に
流
通
す
る
農
産
物
等
の
安
 

全
を
確
保
す
る
た
め
、
食
品
衛
生
法
 

が
改
正
さ
れ
、
農
産
物
に
対
し
て
、
 

す
べ
て
の
農
薬
成
分
の
残
留
農
薬
基
 

準
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
）
が
設
定
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
基
準
値
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
 

に
極
め
て
低
い
濃
度
（
０
　
０
１
p
 

ｐ
ｍ
）
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
 

                  基
準
値
を
超
え
た
農
産
物
は
、
違
反
 

食
品
と
な
り
、
販
売
禁
止
、
回
収
命
 

令
等
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
 

　
「
農
薬
の
飛
散
」
や
「
防
除
器
具
 

等
の
不
十
分
な
洗
浄
」
に
よ
り
、
思
 

い
も
か
け
な
い
農
薬
の
残
留
が
起
き
 

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
散
布
時
に
は
 

　
・
散
布
量
が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
 

　
　
に
 

　
・
風
の
弱
い
と
き
に
散
布
 

　
・
散
布
し
た
い
農
作
物
だ
け
に
か
 

　
　
か
る
よ
う
に
 

　
・
収
穫
直
前
の
農
作
物
に
注
意
 

　
・
使
用
状
況
を
確
実
に
記
帳
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
農
業
普
及
所
 

　
　
０
２
４
１
│
　
│
５
７
４
２
 

　
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
 

　
　
　
　
　
西
部
営
農
事
務
所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
８
３
１
 

    　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

で
は
、平
成
　
年
度
の
消
防
吏
員（
高
 

校
卒
以
上
）
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
 

◆
採
用
予
定
人
数
 

　
　
若
干
名
 

◆
受
験
資
格
 

　
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
 

　
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

　
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
 

　
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
方
 

　
及
び
平
成
　
年
３
月
卒
業
見
込
み
 

　
の
方
。
（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

◆
１
次
試
験
日
及
び
試
験
会
場
 

　
　
平
成
　
年
９
月
　
日
（
日
）
 

　
　
県
立
喜
多
方
工
業
高
校
 

◆
申
込
期
限
 

　
　
８
月
　
日
（
金
）
（
土
・
日
曜
 

　
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

　
※
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
８
月
 

　
　
日
（
金
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
 

　
　
も
の
に
限
り
ま
す
。
 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

　
　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
総
務
課
 

　
　
０
２
４
１
│
　
│
６
２
１
１
 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
１
）
 

18

30

18

,

18

2311

30

18



11

健康福祉課管理栄養士 
相原　紀子 
（西林東） 

　高温多湿の６月から９月は、細菌性の食中毒の多 
発する時期です。 
　次の５つの心得で食中毒を防ぎましょう！！ 
 
☆心得１☆ 
　　手を洗いましょう。（調理中もこまめに洗い、 
　石けんと流水で丁寧に洗いましょう。） 
 
☆心得２☆ 
　　冷蔵庫は１０℃以下、冷凍庫は－１５℃以下（詰 
　めすぎに注意！目安は容量の７割程度まで） 
 
☆心得３☆ 
　　よく加熱しましょう。（食品の中心部の温度は 
　７５℃、１分間以上加熱をしましょう。ハンバー 
　グやぎょうざなどは熱が通りにくいため、特に注 
　意しましょう。） 
 
☆心得４☆ 
　　まな板はこまめに熱湯消毒（ふきんは漂白をし、 
　包丁、タワシ、スポンジは煮沸消毒をしましょう。） 
 
☆心得５☆ 
　　食品は室温で解凍しない（電子レンジ、流水、 
　冷蔵庫を使って解凍しましょう。） 
 
 
 
 
【問い合わせ先】 
　　保健センター　　４７－２３０６ 

22

27

29

18

10

20

50

19

ha

ha
20

18

24

18

27

18

27

18

2121

29

21

2929

24

27

22

   　
６
月
に
担
い
手
経
営
安
定
新
法
が
 

成
立
し
、
　
年
産
か
ら
担
い
手
に
対
 

象
を
絞
り
、
そ
の
経
営
全
体
の
安
定
 

を
図
る
施
策
に
転
換
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
施
策
に
よ
る
交
付
金
に
は
、
 

生
産
条
件
格
差
補
正
対
策
交
付
金（
対
 

象
品
目
〜
麦
、
大
豆
）
と
収
入
変
動

影
響
緩
和
対
策
交
付
金
（
対
象
品
目

〜
米
、
麦
、
大
豆
）
が
あ
り
、
認
定

農
業
者
で
田
畑
面
積
４
　
以
上
、
特

定
農
業
団
体
で
田
畑
面
積
　
　
以
上

が
加
入
要
件
に
な
り
ま
す
。
 

　
９
月
１
日
か
ら
、
農
政
事
務
所
に
 

お
い
て
、
秋
ま
き
麦
の
加
入
手
続
の
 

受
付
を
開
始
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
農
政
事
務
所
地
域
第
一
課
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
７
３
８
１
 

   　
平
成
　
年
　
月
２
日
以
降
製
造
の
、
 

乾
燥
し
い
た
け
な
ど
の
生
鮮
食
品
に

近
い
加
工
食
品（
全
部
で
　
食
品
群
）
 

に
も
主
な
原
材
料
の
産
地
表
示
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
主
な
原
材
料
と
は
、
原
材
料
に
占
 

め
る
重
量
割
合
が
　
％
以
上
の
も
の

を
い
い
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
農
政
事
務
所
地
域
第
一
課
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
７
３
８
１
 

  　
防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
の
募
集
を
 

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
 

◆
一
般
曹
候
補
学
生
 

　
◇
資
格
　
　
歳
〜
　
歳
未
満
 

　
◇
受
付
期
間
 

　
　
　
８
月
１
日
〜
９
月
８
日
 

◆
曹
候
補
士
 

　
◇
資
格
　
　
歳
〜
　
歳
未
満
 

　
◇
受
付
期
間
 

　
　
　
８
月
１
日
〜
９
月
８
日
 

◆
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
 

　
◇
資
格
　
　
歳
〜
　
歳
未
満
 

　
◇
受
付
期
間
 

　
　
　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
 

　
　
　
す
 

◆
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）
 

　
◇
資
格
　
　
歳
〜
　
歳
未
満
 

　
◇
受
付
期
間
 

　
　
　
８
月
１
日
〜
９
月
８
日
 

◆
航
空
学
生
 

　
◇
資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
 

　
　
　
　
　
未
満
 

 
◇
受
付
期
間
 

　
　
　
８
月
１
日
〜
９
月
８
日
 

◆
看
護
学
生
 

　
◇
資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
 

　
　
　
　
　
未
満
 

　
◇
受
付
期
間
 

　
　
　
８
月
１
日
〜
９
月
　
日
 

◆
防
衛
大
学
校
学
生
 

　
◇
資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
 

　
　
　
　
　
未
満
 

　
◇
受
付
期
間
 

　
　
　
８
月
１
日
〜
９
月
　
日
 

◆
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
 

　
◇
資
格
　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
 

　
　
　
　
　
未
満
 

　
◇
受
付
期
間
 

　
　
　
８
月
１
日
〜
９
月
　
日
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
 

　
　
　
　
　
　
　
会
津
若
松
出
張
所
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
６
７
２
４
 

  　
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
 

を
取
得
し
た
と
き
に
１
度
だ
け
納
め
 

て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。
 

　
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て
か
ら

３
年
以
内
に
住
宅
を
新
築
（
中
古
住
 

宅
の
場
合
は
、
１
年
以
内
）
し
た
場

合
や
、
住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
１
年

以
内
に
そ
の
住
宅
用
の
土
地
を
取
得

し
た
場
合
に
、
こ
れ
ら
に
か
か
る
不

動
産
取
得
税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
や
公
共
収
用

時
な
ど
に
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
本
人
の
申
請
 

に
よ
り
減
額
・
減
免
す
る
も
の
な
の
 

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
 

詳
し
い
要
件
及
び
必
要
書
類
に
つ
い
 

て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

　
　
　
　
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
５
４
 

  　
７
月
１
日
付
け
新
採
用
と
な
っ
た
 

職
員
を
紹
介
し
ま
す
。
 

     抱
負
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橋谷田　　　満（78）ハルノ　　夫　　１町内 
渡　邉　六　郎（78）ト　キ　　夫　　西　原 
佐　藤　サ　タ（85）早　苗　　母　　上小島 
佐　藤　　　晋（81）敏　明　　父　　上小島 
海老名　昌　之（83）宣　行　　父　　黒　沢 
伊　藤　春　子（90）利　夫　　母　　呼　賀 
安　部　ミサホ（95）一　壽　　母　　樟　山 
五十嵐　アサ子（87）茂　吉　　母　　滝　坂 
武　藤　勇　美（73）幸次郎　　父　　柴　崎 
高　橋　貞　子（77）仁　志　　母　　戸　中 
佐　藤　寅之助（80）ヒサノ　　夫　　道　目 
矢　部　ミ　ツ（90）武　子　　母　　松　峯 

人　口　　８，６１５人　　　－　７人 
　男　　　４，１５１人　　　－　２人 
　女　　　４，４６４人　　　－　５人 
世　帯　　２，９４６世帯　　＋　１世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

相　原　静　空ちゃん　義孝・真理子　芝　草 
く しず 

橋　本　浩　樹　　森　野 
伊　藤　真　弥　　　塩 
 
橋谷田　和　弘　　上野尻 
三　留　早百合　　西　平 
 
五十嵐　和　之　　松　峯 
山　辺　尚　美　　須賀川市 

◆日時　８月 7日（月） 

　　　　　　28日（月） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

8月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○町県民税第２期  
○国民健康保険税第２期 
○介護保険料第３期 

8月10日（木） 納期限 

8月31日（木） 納期限 

有 隣 病 院  
入 澤 病 院  
小島原内科クリニック 
佐 藤 病 院  
前 田 眼 科 医 院  
佐 原 病 院  
医療生協きたかた診療所 
徒之町クリニック 
わたなべクリニック 
蛯谷整形外科医院 
あかぎ内科消化器科医院 
県 立 喜 多 方 病院  
大 竹 内 科  
白虎ファミリークリニック 
いとう子どもクリニック 
遠 藤 皮 膚 科 医院  
小 野 病 院  
君島内科消化器科クリニック 
加藤内科小児科医院 
森 田 小 児 科医院  
ク リ ニ ッ ク荒木  
平 野 医 院  
有 隣 病 院  
くまたクリニック 
おのぎレディースクリニック 
扇町渡部小児科アレルギー医院 
舟田クリニック産科婦人科 

0241（24）5021 
0241（22）0267 
0242（36）6533 
0242（26）3515 
0242（27）0707 
0241（22）5321 
0241（23）3611 
0242（26）6181 
0242（24）0506 
0242（24）6511 
0242（83）0303 
0241（22）2181 
0241（22）0241 
0242（37）7866 
0242（27）4601 
0242（27）0883 
0241（22）0414 
0241（24）5800 
0242（27）2732 
0242（27）7686 
0242（32）9229 
0242（83）2243 
0241（24）5021 
0241（28）1233 
0242（36）5051 
0242（25）5515 
0242（23）1103

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 

８月 5日（第１週）受付時間11時まで 
８月19日（第３週）　　　　〃 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
猪苗代町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
西会津町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 

村 澤 歯 科 医 院  
い し か わ 歯 科  
長 谷 川 歯 科医院  
中 央 歯 科  
松 崎 歯 科 医 院  
石 田 歯 科  
渡 部 歯 科 医 院  
瓜 生 歯 科  
中 島 歯 科 医 院  
遠 藤 （ 秀 ）歯科  

0241（27）3001 
0242（75）5550 
0242（62）2525 
0242（27）3065 
0241（24）4221 
0242（25）4820 
0241（45）3011 
0242（22）2818 
0242（83）9292 
0242（26）8210

6 
（日） 

13 
（日） 

20 
（月） 

27 
（日） 

9/3 
（日） 

6 
（日） 

13 
（日） 

20 
（日） 

27 
（日） 

9/3 
（日） 

　
今
月
号
が
で
る
頃
に
は
、
 

梅
雨
明
け
し
て
い
る
で
し
 

ょ
う
か
▼
今
年
は
入
梅
当
 

初
、
空
梅
雨
か
と
思
い
ま
 

し
た
が
、
中
盤
か
ら
後
半
 

に
か
け
て
ま
と
ま
っ
て
降
 

り
ま
し
た
▼
雨
は
降
ら
な
 

い
と
農
作
物
に
影
響
が
で
 

ま
す
し
、
降
れ
ば
降
っ
た
 

で
、
災
害
に
な
り
ま
す
▼
 

何
事
も
適
量
が
一
番
で
す
 

▼
さ
あ
、
い
よ
い
よ
夏
本
 

番
で
す
▼
夏
ば
て
し
な
い
 

で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
 

編
集
後
記
 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 


